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会
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二
〇
二
一
年
度

投
稿
資
格

　

申
し
込
み
の
時
点
で
、
本
研
究
科
の
教
員
も
し
く
は

言
語
社
会
研
究
科
在
籍
者
で
あ
る
か
、
言
語
社
会
研
究

科
の
卒
業
生
で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
共
同
執
筆
論
文
は
、

本
研
究
科
教
員
が
主
筆
者
で
あ
れ
ば
、
共
同
執
筆
者
に

制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。
な
お
特
集
枠
に
つ
い
て
は
、
編

集
部
企
画
の
た
め
、
右
の
限
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

査
読

　

院
生
、
卒
業
生
の
投
稿
に
つ
い
て
は
、
査
読
を
経
た

上
で
掲
載
の
可
否
を
決
定
し
ま
す
。

　

評
価
基
準
は
表
の
と
お
り
で
す
。
二
人
の
査
読
委
員

双
方
が
3
点
以
上
を
つ
け
た
原
稿
が
基
本
的
に
「
掲
載

可
能
」
と
な
り
ま
す
が
、
こ
の
段
階
で
「
掲
載
可
能
」

と
み
な
さ
れ
た
原
稿
本
数
が
多
す
ぎ
て
ペ
ー
ジ
数
上

（
予
算
上
）
全
て
を
掲
載
で
き
な
い
場
合
、
合
計
点
数

に
よ
っ
て
最
終
的
な
掲
載
可
否
を
区
切
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
こ
の
ケ
ー
ス
に
お
い
て
最
終
的
に
掲
載

不
可
と
な
っ
た
原
稿
が
次
年
度
の
紀
要
に
自
動
的
に
掲

載
可
と
な
る
措
置
は
と
り
ま
せ
ん
。

原
稿
の
カ
テ
ゴ
リ
ー

　

原
稿
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
・
枚
数
制
限
に
つ
い
て
は
、
研

究
ノ
ー
ト
（
一
二
〇
〇
〇
字
）、
論
説
（
一
六
〇
〇
〇

字
）、
資
料
（
二
〇
〇
〇
〇
字
）、
翻
訳
（
二
〇
〇
〇
〇

字
）
と
し
ま
す
。「
翻
訳
」
お
よ
び
「
資
料
」
カ
テ
ゴ

リ
ー
で
投
稿
の
さ
い
は
、
必
ず
そ
れ
ぞ
れ
の
原
稿
の
学

術
上
の
意
義
に
関
す
る
詳
細
な
解
題
お
よ
び
註
釈
を
付

し
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
れ
ら
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
逸
脱
す
る
も
の
に
つ
い
て

は
編
集
委
員
に
ご
相
談
下
さ
い
。

　

原
稿
は
、
右
記
制
限
枚
数
を
超
過
し
な
い
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。
ど
う
し
て
も
超
過
し
そ
う
な
場
合
は
あ
ら

か
じ
め
編
集
委
員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

体
裁

　

組
版
は
日
本
語
原
稿
は
原
則
と
し
て
縦
組
み
と
し
ま

す
が
、
特
に
横
組
み
を
希
望
さ
れ
る
場
合
、
ま
た
特
殊

な
組
版
が
必
要
な
場
合
は
、
あ
ら
か
じ
め
お
申
し
出
く

だ
さ
い
。

　

原
稿
本
文
の
ス
タ
イ
ル
に
関
し
て
は
、
章
立
て
も
含

め
、
大
枠
に
お
い
て
は
統
一
基
準
を
設
け
ま
せ
ん
が
、

細
か
い
表
記
に
関
し
て
最
低
限
の
統
一
を
は
か
り
ま
す

の
で
、「
執
筆
要
領
補
遺
」
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。
や

む
を
え
な
い
理
由
で
「
補
遺
」
の
原
則
か
ら
逸
脱
す
る

表
記
が
必
要
な
場
合
は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

校
正

　

著
者
校
正
は
原
則
と
し
て
一
回
と
し
、
誤
字
脱
字
の

訂
正
に
と
ど
め
る
も
の
と
し
ま
す
。
な
お
右
記
統
一
基

準
に
従
い
、
編
集
部
で
独
自
に
表
記
等
を
訂
正
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
他

（
1
）
著
作
権
の
あ
る
図
表
、
図
版
な
ど
を
使
用
す
る

場
合
は
、
著
作
権
の
処
理
は
執
筆
者
の
責
任
で

行
っ
て
下
さ
い
。

（
2
）
本
誌
に
掲
載
さ
れ
た
論
文
は
、
附
属
図
書
館
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
公
開
さ
れ
ま
す
。

二
〇
二
一
年
度
編
集
委
員

安
田
敏
朗
／
井
上
間
従
文
／
坂
井
洋
史

点
数

評
価
基
準

10

学
術
的
な
価
値
が
あ
り
、

修
正
不
要
（
掲
載
可
）

8～ 9

学
術
的
な
価
値
が
あ
る
が
、

多
少
の
修
正
が
必
要
（
掲
載
可
）

3～ 7

大
幅
な
修
正
が
必
要

（
修
正
の
結
果
次
第
で
掲
載
も
可
）

0～ 2

学
術
的
な
価
値
に
と
ぼ
し
い

（
掲
載
不
可
）




